
2018
（平成 30 年）

第 148 号

平成 30 年度当初予算決まる.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ２～３
まちの話題.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ４
お知らせ・募集.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ５～９
保健・福祉だより.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10 ～ 11
ふれあいネット.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12 ～ 15
消防だより.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
農業士・林業士が新たに認定されました.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17
町民カレンダー.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17
紀美野町赤十字奉仕団結成.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18

今月の主な内容 国
道
３
７
０
号

桂
瀬
松
ヶ
峯
ト
ン
ネ
ル
完
成

３
月
11
日
、
国
道
３
７
０

号 

の
「
高
畑
松
ヶ
峯
工
区
」

の
う
ち
桂
瀬
松
ヶ
峯
ト
ン
ネ

ル
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、
国

会
議
員
を
は
じ
め
、
知
事
、

県
・
町
の
関
係
者
、
地
元
関

係
者
が
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
県
が
平
成
27
年
度
か
ら

幅
員
狭
小
、
線
形
不
良
の
た

め
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
進
め
て

い
た
も
の
で
、
こ
の
ト
ン

ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
桂
瀬
・

松
ヶ
峯
間
が
約
0.8
ｋ
ｍ
で
結

ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
の
桂
瀬
、
松
ヶ

峯
間
に
お
け
る
現
道
は
幅
員

が
狭
く
、
カ
ー
ブ
も
急
で
大

型
車
の
す
れ
違
い
も
困
難
な

区
間
で
あ
り
ま
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
、
安
全

な
交
通
の
確
保
と
、
直
行
の

時
間
短
縮
と
な
り
ま
す
。（
写

真
左
か
ら
藤
山
県
議
、
神
出

海
南
市
長
、
寺
本
町
長
、
仁

坂
知
事
、
石
田
国
会
議
員
、

尾
崎
県
議
、
美
野
議
長
）4
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予算総額　101億2,517万円（対前年度比 6億5,076万円減）

平成30年度の当初予算が第1回定例会の審議を経て決ま
りました。

このうち一般会計予算は、64億1,600万円で、対前年度
1億4,400万円の減額、増減率にして対前年度比2.2％の減
となっています。

歳入では地方交付税や国・県支出金などの依存財源が
50億1,876万円で、歳入全体の78.2％を占めています。県
支出金は、土砂災害ハザードマップ作成事業や志賀野地区
での過疎集落再生・活性化支援事業補助金などの事業費増

により対前年度1,183万円増の3億4,783万円、町債は、山
畑農免道路整備事業や本庁舎と中央公民館の空調整備事業
等の終了に伴い対前年度2億5,550万円減の6億9,270万円
となっています。

また、町税や使用料など町が独自に確保できる自主財源
は13億9,724万円で、歳入全体の21.8％となり、財源の大
半を国県支出金や地方債に依存している状況です。

なお、歳出の主な事業は左頁のとおりです。

□分担金及び負担金ほか
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産
収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

会　計　別　予　算　額

当初予算決まる！！平成30年度

会　　計　　別 平成 30 年度
当初予算額

平成 29 年度
当初予算額

対前年度

増減額 増減率

一　般　会　計 64億1,600万円 65億6,000万円 △ 1億4,400万円 △ 2.2％

特　別　会　計 36億　527万円 41億　778万円 △ 5億　251万円 △ 12.2％

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 12億3,227万円 17億2,862万円 △ 4億9,635万円 △ 28.7％

国民健康保険診療所事業特別会計 9,009万円 8,495万円 514万円 6.1％

後期高齢者医療特別会計 3億4,698万円 3億4,278万円 420万円 1.2％

介護保険事業特別会計 16億8,098万円 17億2,117万円 △ 4,019万円 △ 2.3％

のかみふれあい公園運営事業特別会計 5,481万円 4,495万円 986万円 21.9％

農業集落排水事業特別会計 3,007万円 2,759万円 248万円 9.0％

紀美野町簡易水道事業特別会計 1億7,007万円 1億5,772万円 1,235万円 7.8％

上水道事業会計
収益 1億　390万円 1億　815万円 △ 425万円 △ 3.9％

資本 5,027万円 1,493万円 3,534万円 236.7％

予算総額 101億2,517万円 107億7,593万円 △ 6億5,076万円 △ 6.0％

□地方譲与税ほか
　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方
特例交付金、交通安全対策特別交付金
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主　要　事　業（一般会計）
新 は新規事業。それ以外は継続事業です。

１．みんなでつくるまちづくり
	 ふれあいマラソン事業	 200万円
	 地域おこし協力隊員の配置	 2,293万円
	 集落支援員の配置	 964万円
	 まちづくり支援補助金	 400万円
	 空き家活用推進補助金	 80万円
	 定住促進補助	 1,350万円
	 Ｕターン奨励金	 100万円
	 志賀野地区過疎集落再生・活性化支援事業補助金	 125万円
新	 ふるさと納税支援業務委託事業	 70万円

２．子育て・教育のまちづくり
	 学童保育事業	 877万円
	 ＡＬＴ（語学指導助手）
	 	 1,165万円
	 学校教育支援員	 614万円
	 学力・体力・判断力ＵＰ
	 事業委託料	 100万円
	 学校夢づくり事業	 53万円
	 学力向上推進事業	 18万円
新	 美里中学校普通教室空調設置工事	 320万円
	 スクールバス更新事業	 397万円
	 ICT教育推進事業	 1,626万円
	 放課後子ども学習サポート事業	 75万円
	 子ども医療費助成事業	 2,202万円
	 子育て支援事業・母子保健事業	 406万円
	 子どもインフルエンザ予防接種費助成事業	 136万円
	 不妊治療費助成事業	 131万円
	 新生児聴覚検査費助成事業	 17万円
新	 産後ケア事業	 52万円
新	 在宅育児支援給付金給付事業	 450万円
新	 神野保育所基本計画策定事業	 22万円

３. 福祉の充実したまちづくり
	 町民癒しのコンサート事業
	 	 40万円
	 肝炎ウイルス検診事業
	 	 26万円
	 がん検診等委託事業
	 	 3,160万円
	 介護予防・日常生活サービス事業	 3,037万円
	 生活支援サポーター養成事業	 24万円
	 認知症初期集中支援推進事業	 26万円
	 福祉タクシー補助事業	 45万円
	 総合福祉センタートレーニング器具更新事業	 160万円
	 きみの健康ロード整備事業	 1,200万円
新	 小児慢性特定疾病児童等日常生活用具
	 給付費給付事業	 17万円
	 緊急通報システム設置事業	 367万円

	 地域見守り支援事業	 1,211万円
新	 ねんりんピック紀の国わかやま2019
	 紀美野町実行委員会補助事業	 75万円

４. 安心・安全で住み良いまちづくり
	 町道平中通り２号線改良事業
	 	 8,000万円
	 橋りょう修繕事業
	 	 1,852万円
	 トンネル修繕事業
	 	 3,770万円
	 町道補修及び舗装生活関連工事	 3,000万円
	 町道東福井牧場線改良事業	 3,000万円
	 合併浄化槽設置補助	 1,878万円
	 柴目川・長谷川・中津川河川改修事業	 9,000万円
	 町道北峰線改良事業	 4,000万円
	 坂の谷川改修事業	 3,000万円
新	 町道内ノ蔵線舗装補修工事	 1,300万円
	 家庭用生ごみ処理機器購入補助	 40万円
	 農業集落排水事業	 512万円
	 住宅用太陽光発電設備導入補助	 160万円
	 消防団救助活動用器具購入事業	 286万円
	 消防団小型動力ポンプ（軽）積載車更新事業	 630万円
	 消防団小型動力ポンプ更新事業	 385万円
	 消防団安全確保装備品購入事業	 155万円
新	 土砂災害ハザードマップ作製	 957万円
	 Jアラート新型受信機購入	 493万円
	 災害緊急用通信機器購入（移動系無線購入）	 136万円
	 飼い猫の不妊（避妊）手術費用補助金交付事業	 20万円
	 コミュニティバス運行事業	 3,470万円
新	 国道370号道路改良工事に伴う
	 配水管移設、仮設工事(鎌滝、大角地内)	 393万円
新	 配水管布設工事
	 (下佐 ・々福井地内、吉野・松瀬地内)	 5,000万円
新	 配水管布設替工事(動木、福田地内)	 850万円

５. 活力ある産業のまちづくり
	 中山間地域等直接支払交付金
	 事業	 3,232万円
	 多面的機能支払交付金事業
	 	 208万円
	 農業次世代人材投資事業
	 	 1,350万円
	 農作物鳥獣害防止総合対策事業補助	 1,197万円
	 町農業経営支援事業補助	 800万円
	 鳥獣害防止総合対策事業	 910万円
	 間伐材流通支援事業補助	 120万円
	 農産物出荷サポート事業補助	 100万円
	 小規模事業者経営改善資金利子補給	 59万円
	 創業支援事業	 210万円
	 紀美野町まるごと体験事業	 77万円
新	 町観光PR映像作成事業	 136万円

６. その他
	 地籍調査事業	 6,902万円
	 文化振興事業	 200万円
	 紀美野へおいでよ‼ふるさと紀美野農村交流事業	 1,665万円
新	 和歌山県知事選挙	 950万円
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き
み
の
長
寿
プ
ラ
ン
２
０
１
８
、

第
５
期
紀
美
野
町
障
害
福
祉
計
画
お

よ
び
第
１
期
紀
美
野
町
障
害
児
福
祉

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

㈱
淺
川
組
、
町
内
２
か
所
目
と
な
る
「
企
業
の

森
」
に
よ
る
森
林
保
全
活
動
の
実
施
を
決
定

和
歌
山
県
食
育
推
進
表
彰
を
受
賞

紀
美
野
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

健
康
推
進
員
「
健
康
リ
ポ
ー
ト
」

今
月
号
か
ら
隔
月
で
健
康
推
進
員
が

健
康
の
実
体
験
を
掲
載
し
ま
す
！

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
き
み
の
長
寿
プ
ラ
ン

２
０
１
８
（
紀
美
野
町
老
人
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
）」、「
第
５
期
紀
美

野
町
障
害
福
祉
計
画
お
よ
び
第
１
期
紀
美

野
町
障
害
児
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
策
定
委
員

会
を
開
催
し
、
協
議
、
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

平
成
30
年
２
月
23
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
書
が
西
本
武
司
委
員
長
と
河
野
孝
副

委
員
長
か
ら
寺
本
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

「
紀
美
野　

あ
さ
か
わ
の
森
」（
下
佐
々
）

に
お
い
て
10
年
間
の
森
林
保
全
活
動
を

行
っ
て
き
た(

株)

淺
川
組
が
、
町
内
で
は

２
か
所
目
と
な
る
「
紀
美
野　

あ
さ
か
わ

の
森
」（
中
田
）
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
、

森
林
保
全
・
管
理
協
定
に
係
る
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。今
後
10
年
間
に
わ
た
り
、

植
栽
等
に
よ
る
森
林
保
全
活
動
に
取
り
組

ま
れ
ま
す
。

「
企
業
の
森
」
と
は
、
企
業
な
ど
の
皆
さ

ま
に
社
会
・
環
境
貢
献
活
動
、
ま
た
地
域

と
の
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
、
森
林
環

境
保
全
に
様
々
な
か
た
ち
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
事
業
を
総
称
す
る
も
の
で
す
。

２
月
14
日
、
県
内
の
食
育
推
進
に
特
に

顕
著
な
功
績
の
あ
る
も
の
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
「
和
歌
山
県
食
育
推
進
表
彰
（
県
食

育
推
進
会
議
会
長
表
彰
）」
を
本
町
の
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
（
会
長
：
坂
垣
内
文

子
氏
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、「
食

推
さ
ん
」
の
略
称
で
知
ら
れ
て
お
り
、
毎

年
保
育
所
等
を
訪
問
し
て
地
産
地
消
の
食

材
を
使
用
し
た
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
、
サ

ロ
ン
で
の
旬
食
材
を
用
い
た
バ
ラ
ン
ス
料

理
・
減
塩
料
理
教
室
の
開
催
な
ど
地
域
で

の
食
育
推
進
の
取
組
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
28
年
度
よ

り
健
康
推
進
員
を

務
め
て
い
ま
す
。

私
が
平
成
29
年
10

月
の
健
康
推
進
員

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
た
際
に
「
健
康
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
」
へ
の
参
加
募
集
が
あ
り
ま
し

た
。
自
ら
教
室
で
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
健
康
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
Ｐ
Ｒ

活
動
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

さ
っ
そ
く
会
当
日
に
参
加
を
申
し
込
み
ま

し
た
。

教
室
は
毎
週
火
曜
日
実
施
、
初
週
か
ら

終
了
ま
で
３
か
月
間
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
・
マ
シ
ン
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
終
え
る
と
修
了
証
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
先
生
の
懇
切

丁
寧
で
ユ
ー
モ
ア
を
取
り
入
れ
た
ご
指
導

と
と
も
に
保
健
福
祉
課
担
当
の
皆
さ
ん
の

血
圧
・
体
重
・
身
長
測
定
、
全
般
に
わ
た

る
優
し
い
心
配
り
も
あ
り
ま
し
た
。

教
室
参
加
当
初
、
３
か
月
後
の
目
標

「
10
歳
若
い
体
力
を
め
ざ
し
て
」
で
し
た

が
、
終
了
時
の
測
定
結
果
は
ず
い
ぶ
ん
若

く
な
っ
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
こ
の
教
室
の
お
か
げ
で
す
。
日
々
挑
戦

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
継
続

し
、
体
験
を
活
か
し
て
努
力
し
て
い
こ
う

今
後
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
従
来
の
必

要
な
支
援
を
包
括
的
に
提
供
す
る
『
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
世
代

や
分
野
を
超
え
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
『
地
域
共
生
社
会
』
の
実
現
に
向

け
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

「
健
康
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

計画書を手渡す西本委員長と河野副委員長

左から仁坂知事、（株）淺川組 栗生代表
取締役社長、（株）淺川組 池内代表取締
役会長、寺本町長、美野和海森林組合長

左から食生活改善推進協議会　中部屋さん、
田伏さん、坂垣内さん、寺本町長

前芝 正次さん
（毛原中）

ま
ち
の
話
題
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お
知
ら
せ
・
募
集

【
補
助
の
概
要
】

■
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含

む
。）
に
当
該
設
備
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
方

・
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
、
当
該
設

備
を
設
置
し
た
住
宅
（
店
舗
等
と
の
併

用
住
宅
を
含
む
。）
を
新
築
ま
た
は
購

入
し
よ
う
と
す
る
方
で
、
新
築
ま
た
は

購
入
後
に
そ
こ
に
住
所
を
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
方

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
方

・
平
成
31
年
３
月
20
日
ま
で
に
工
事
を
完

了
で
き
る
方

■
補
助
の
対
象
と
な
る
発
電
設
備

・
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10
ｋ
ｗ
未
満

で
あ
る
こ
と

・
余
っ
た
電
力
を
電
力
会
社
に
売
電
で
き

る
よ
う
に
連
結
し
て
い
る
こ
と

・
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し

て
い
る
こ
と

・
新
品
で
あ
る
こ
と

■
補
助
金
額

　

出
力
１
ｋ
ｗ
あ
た
り
２
０
，０
０
０
円

　
（
最
大
１
０
０
，０
０
０
円
で
千
円
未
満

切
捨
て
）

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

一
般
曹
候
補
生
の
募
集
に
つ
い
て

■
補
助
基
数　
　

16
基
程
度

（
１
世
帯
１
基
に
限
り
ま
す
。）

■
補
助
申
請
書
類
等

　
　

申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、
紀
美
野

町
住
民
課
及
び
美
里
支
所
住
民
室
に
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
紀
美
野

町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tow

n.kim
ino.w

akayam
a.

jp

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
完
成
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

■
業
務
内
容　

事
務
補
助
全
般

　
（
空
き
家
の
調
査
・
登
録
業
務
な
ど
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間

　

６
月
１
日
（
金
）
～
11
月
30
日
（
金
）

■
賃
金　

日
額　

６
，２
０
０
円

　
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～ 

17
時
15
分

（
休
憩
時
間
１
時
間
を
含
む
）

■
加
入
保
険　

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
に
よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

試
験
日
は
別
途
通
知
い
た

し
ま
す
。

■
試
験
場
所　
紀
美
野
町
役
場　

美
里
支
所

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

４
月
20
日
（
金
）
17
時
（
必
着
）

　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
を
持
参
も

し
く
は
郵
送
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

　

〒
６
４
０
‐
１
２
４
３

　

紀
美
野
町
神
野
市
場
２
２
６
番
地
１

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助

に
つ
い
て

平
成
30
年
度
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
補
助
に
つ
い
て

【
補
助
の
概
要
】

■
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
タ
イ
プ
は
除
く
）

・
１
世
帯
あ
た
り
１
台

　
（
耐
用
年
数
５
年
経
過
で
買
替
も
対
象
）

・
購
入
金
額
の
１
／
２

（
上
限
３
０
，０
０
０
円
）

■
生
ご
み
処
理
容
器

（
密
閉
式
・
埋
め
込
み
式
）

・
１
世
帯
あ
た
り
２
器
ま
で

（
耐
用
年
数
５
年
経
過
で
買
替
も
対
象
）

・
購
入
金
額
の
１
／
２

（
1
器
あ
た
り
上
限
５
，
０
０
０
円
）

申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、
住
民
課
お

よ
び
美
里
支
所
住
民
室
に
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
紀
美
野
町
役
場
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tow
n.

kim
ino.w

akayam
a.jp

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所　

住
民
室　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
試
験
日

　

一
次
試
験　

５
月
26
日

　

二
次
試
験　

６
月
27
日
～
７
月
２
日
の

　
　
　
　
　
　

間
で
指
定
す
る
日

■
受
付
期
日　

５
月
１
日

■
入
隊
時
期

　

平
成
31
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１
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メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止
で
す

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

利
用
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を実施

し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
等
の
農
作
物
等
へ
の
被
害
対

策
と
し
て
、
紀
美
野
町
猟
友
会
が
紀
美
野

町
全
域
で
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
期
間
内
に

捕
獲
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

現
在
の
実
施
中
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可

期
間
と
今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で

す
。
捕
獲
の
際
に
は
、く
く
り
わ
な
・
檻
・

銃
器
等
を
使
用
し
、
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

・
捕
獲
期
間　

９
月
30
日
ま
で

　
（
今
後
も
継
続
し
て
許
可
予
定
）

・
捕
獲
方
法　

銃
器
・
檻
・
く
く
り
わ
な

■
カ
ラ
ス

・
捕
獲
期
間　

４
月
16
日
ま
で

　
（
今
後
も
継
続
し
て
許
可
予
定
）

・
捕
獲
方
法　

銃
器

【
平
成
29
年
度
の
有
害
捕
獲
実
績
】

　

実
施
期
間

　
　

平
成
29
年
１
月
４
日
～
12
月
28
日

・
イ
ノ
シ
シ
【
６
７
５
匹
】

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
【
１
４
５
匹
】

・
カ
ラ
ス
【
17
匹
】

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

４
月
１
日
よ
り
、
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公

園
の
利
用
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

・
夏
季
期
間
（
４
月
～
９
月
）

　

８
時
～
17
時
（
変
更
前
８
時
～
19
時
）

・
冬
季
期
間
（
10
月
～
３
月
）

　

９
時
～
17
時
（
変
更
な
し
）

■
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト

・
10
時
～
17
時

　
（
変
更
前　

10
時
～
日
没
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

紀
美
野
町
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
３
０
０

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
、
月
額
１
６
，３
４
０
円
に
な
り
ま
す
。

◆
前
納
制
度
（
保
険
料
前
払
い
）
に
つ
い
て

現
金
納
付
で
保
険
料
を
前
納
し
た
場

合
、
毎
月
払
い
と
比
べ
て
２
年
前
納
な
ら

１
４
，４
２
０
円
の
割
引
、
１
年
前
納
な

ら
３
，４
８
０
円
の
割
引
、
６
か
月
前
納

で
８
０
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
付

書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
前

納
制
度
の
お
支
払
い
期
限
は
５
月
１
日
で

す
。）ま

た
、
年
度
途
中
で
新
た
に
１
号
被
保

険
者
に
な
っ
た
方
も
、
任
意
の
月
か
ら
翌

年
度
３
月
分
ま
で
、
ま
と
め
て
納
付
書
で

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
30
万
円
を
超
え
る
納
付
書
は
「
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
で
は
お
支
払
い
で

き
ま
せ
ん
。

※
平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
年
金
の
手
続

き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
年
金
の
手
続
き

の
際
は
、
必
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ   
住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

平
成
30
年
度 

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
般
の
部 

佳
作
作
品

『「
ま
あ
一
杯
」
誘
い
を
断
る
そ
の
勇
気　

し
な
い
さ
せ
な
い
飲
酒
運
転
』

４
月
６
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）
ま

で
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。歓

送
迎
会
や
お
花
見
で
お
酒
を
飲
む
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
運
転
者
本
人
、
車
や
お
酒

の
提
供
者
、
同
乗
者
が
厳
し
く
罰
せ
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の

人
生
を
大
き
く
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
の
３
つ
の
約
束

１
．
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

２
．
運
転
す
る
人
に
は
お
酒
を
飲
ま
せ
な
い

３
．
お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い

現
在
、
メ
ジ
ロ
は
原
則
捕
獲
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
飼
養
登
録
さ
れ
て

い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
飼
養

で
き
ま
す
。

な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い

高
齢
者
な
ど
は
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
捕
獲
許
可
】
海
南
保
健
所

【
飼
養
登
録
】
産
業
課

■
問
い
合
わ
せ　

　

海
南
保
健
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
８
８
２
５

　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０
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介護保険料が改定されました
介護保険条例が改正され、第７期（平成30年度から平成32年度）の65歳以上の方の介護保険料が改められました。
介護保険は40歳以上の方が納めている保険料と公費を財源とし、社会全体で支えるしくみとなっております。サー

ビスを十分に整えることができるように、また、介護が必要になったときに、誰もが安心してサービスを利用でき
るようご理解をいただき、介護保険事業の円滑な運営にご協力をお願いいたします。

なお、年間保険料額（4月～ 3月）につきましては、7月中旬に決定し通知いたします。

◎第７期（平成30年度から平成32年度）の段階別保険料（年額）

段階 対　象　者
基準に
対する
割合

保険料

第1
・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税
・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下

0.45 36,612円

第2 住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が80万円超、
120万円以下 0.75 61,020円

第3 住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が120万円超 0.75 61,020円

第4 住民税課税世帯で、本人非課税、課税年金収入額＋合計所得金額が
80万円以下 0.90 73,224円

第5
〈基準〉

住民税課税世帯で、本人非課税、課税年金収入額＋合計所得金額が
80万円超 1.00 81,360円

第6 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満 1.20 97,632円

第7 本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上200万円未満 1.30 105,768円

第8 本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上300万円未満 1.50 122,040円

第9 本人が住民税課税で合計所得金額が300万円以上400万円未満 1.70 138,312円

第10 本人が住民税課税で合計所得金額が400万円以上600万円未満 1.80 146,448円

第11 本人が住民税課税で合計所得金額が600万円以上 1.90 154,584円

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

※第６期に引き続き、低所得者対策として第１段階の方には公費を投入し保険料軽減(基準に対する割合を0.5から
0.45に軽減)を行います。

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
と
は
、
賦
課
期
日
（
毎
年

１
月
１
日
）
現
在
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
）の
所
有
者
に
対
し
て
、

そ
の
価
格
に
応
じ
て
市
町
村
が
課
税
す
る

税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
町
内

全
て
の
土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
で
き
る

も
の
は
、
①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所

在
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額
）、
②
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
）
で
す
。

（
た
だ
し
、
土
地
の
み
所
有
の
方
は
①
だ

け
、家
屋
の
み
所
有
の
方
は
②
だ
け
で
す
）

■
期
間　

４
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
31
日
（
木
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
縦
覧
時
間
は
１
時
間
以
内
）

■
場
所　

税
務
課

■
手
数
料　

無
料

※
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保

険
証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
相
続
人
、
納
税
義
務
者
の
代
理
人
（
委

任
状
持
参
）
の
方
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
今
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の

発
送
時
期
等
に
つ
い
て

　

５
月
15
日
（
火
）
発
送
予
定

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５
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後期高齢者医療制度の保険料率等が改定されます

町税・保険料は納期限内に納めましょう

平成30・31年度の保険料率等が決定しました。
保険料は、等しく負担していただく均等割額と、所得に応じて決まる所得割額の合計額となります。今までどお

り所得の少ない方などには軽減制度がありますが、そのうち特例措置として実施されている所得割２割軽減と元被
扶養者の均等割７割軽減について、平成30年度は所得割軽減が廃止され、元被扶養者の均等割軽減は５割軽減に変
更されます。なお、均等割額の５割・２割軽減の対象は拡大されます。

平成30年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

平成30年度 町税・保険料の納税通知書の発送日と納期限は下記のとおりです。
納付には納め忘れがなく便利な口座振替をご利用ください。

年　　度 均等割額 所得割率
賦課限度額

（上限保険料額）

平成30・31年度（年間） ４５，８１２円 ８．８０％ ６２０，０００円

【参考】平成28・29年度（年間） ４４，１７７円 ８．９３％ ５７０，０００円

平成30年度　紀美野町税・保険料（普通徴収分）納期限一覧
通知書発送日 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

固 定 資 産 税 ５月15日 ５月31日 ７月31日 12月25日 ２月28日 ―

軽 自 動 車 税 ５月10日 ５月31日 ― ― ― ―

個 人 町 県 民 税
【普通徴収分】

６月15日 ７月２日 ８月31日 10月31日 １月31日 ―

国民健康保険税
【普通徴収分】

７月13日 ７月31日 10月１日 11月30日 1月31日 ４月１日

介 護 保 険 料
【普通徴収分】 7月13日 ７月31日 10月１日 11月30日 1月31日 ４月１日

通知書
発送日 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期

７月13日 ７月31日 ８月31日 10月１日 10月31日 11月30日 12月25日 １月31日 ２月28日 ４月１日

■問い合わせ
　和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡ ０７３ ‐ ４２８ ‐ ６６８８
　税務課（後期高齢者医療保険料係）　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０５

■問い合わせ
　税務課　　　　　　℡０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０５
　美里支所　住民室　℡０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６５

※納期限後の納付は、督促手数料や延滞金が発生する場合がありますので納期限内に納付をお願いします。

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）
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《農業者の皆さんへ》「平成30年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ
この事業は、町の農業経営の振興を目的として、個人またはグループが平成30年４月１日～平成31年３月29日に行う下記

事業に対し予算の範囲内で補助金を交付するものです。
事業を実施しようとする方は、運用により定めている事業計画書、見積書、通帳写し、写真等の書類の提出が必要となります。

（事業前の申請が必要です）なお、納税証明書はすべての事業に必要です。詳細については、役場産業課（℡ 073 ‐ 489 ‐
5901）へお問い合わせください。
＊申請の募集期限が11月30日締切のメニューについては、原則平成31年２月末までに事業を完了し、領収書、写真等の必要

書類をすべて提出してください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額
募集
期限

農地の改良等（工事費） 基盤（擁壁等含む）区画整
備・フラット化

農園地面積10ａ以上、2戸以
上の団体 1/3以内 1団体あたり50万円以内

平
成
30
年
11
月
30
日
（
変
更
含
む
）

果樹、野菜、
花き園地の施設化

（資材費）
パイプハウス等施設化

栽培面積1a以上、2戸以上の
団体

（ハウス内設備は対象外）
1/3以内 1団体あたり50万円以内

果樹園、水田、畑地の防
除施設、農業水路及びか
ん水施設等整備（資材費）

防除タンク・かん水チュー
ブ・スプリンクラー 2戸以上の団体 1/3以内 1団体あたり50万円以内

イノシシ捕獲檻の製作、
購入（購入費） ─── わな猟免許取得者 1/2以内 １基あたり３万円以内

農作物被害防止
施設整備（資材費） 防護柵・電気柵等の資材費 ─── 1/3以内

1ｍあたり300円以内
申請者あての領収書（資材の明細記入のもの、レシー
ト不可。）、納税証明書、資材及び施工前後写真添付

高品質生産対策
(マルチ資材費)
※JAながみね経由

対象作物：柿、みかん ─── 1/10以内 ───

農業機械整備（購入費） 農業機械を購入し作業の効
率を上げる

直接農作業に係る動力式農業
機械を購入した町内農業者（ト
ラック・中古農業機械・修理
による動力機械の取替えは対
象外）

1/10以内

１農家あたり１機のみ１機10万円以上の直接農作業
に係る動力式農業機械を購入した費用に対して10万
円以内
カタログ、納品書、申請者あての領収書（レシート
不可。）、納税証明書及び納品の写真添付

農薬購入費
農薬購入を補助することに
より、農家の負担軽減及び
意欲向上を図る

個人の町で認定された認定農
業者又は認定新規就農者（認
定就農者）

５ /100以
内

１農家あたり１年度１回とし、町内に事業所を有す
る農薬販売事業者から購入した農薬購入費（除草剤
等除く）で募集期間内に購入した費用に対して３万
円以内

農産物出荷等機械整備
（購入費）

農産物の出荷等機械を購入
し作業の効率を上げる

農産物出荷等に係る機械を購
入した町内農業者 1/10以内

１農家あたり１機のみ１機10万円以上の動力式農産
物出荷等機械を購入した費用に対して10万円以内
カタログ、納品書、申請者あての領収書（レシート
不可。）、納品の写真添付、整備した年度の納税証明
書及び確定申告書又は町民税申告書の写し添付

６次産業化支援
（商品化等）

６次産業化の取り組み
（人件費、旅費等は除く）を
促進する

町内で６次産業化に取り組む
町で認定された認定農業者又
は認定就農者（認定新規就農
者）等

１/ ３以内

１農家あたり１年度１回とし、６次産業化の取り組
み（人件費、旅費等は除く）に係る新たな商品開発
に要する経費、既存商品の改善又は改良に要する経
費及びそれらに付帯して必要となる商品の販売拡大・
販売促進に要する経費に対して10万円以内
計画書、開発した商品又は既存商品の写真、納品書
及び領収書、取り組み年度の確定申告書又は町民税
申告書の写し等

被覆植物資材費 畦畔等法面を被覆植物で覆
うための資材費 ─── １/10以内 １農家あたり１年度1回とし、畦畔等法面を覆う被

覆植物の購入費用に対して３万円以内

共同農業機械修繕整備 営農組織の農業機械を修繕
し、作業の効率をあげる

町内において、共有で農業機
械を利用している営農団体 1/ ３以内

１営農組織あたり10万円以内。対象事業は１万円以
上の修繕を対象とし、劣化・消耗により修理が必要
となる農作業機械の修繕(トラクター及びコンバイン
にかかる費用)

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行う

遊休農地１a以上を3年以上借
受又は取得して生産活動の継
続を行う農業者(移転後１年以
内)＊概ね2年以上の遊休農地
対象

1ａあたり
５千円

1農家あたり年間15万円以内（初年度のみ）
耕作前後写真添付

平
成
31
年
３
月
29
日

農地集積推進
（賃借料,取得費）

農地を借り受け及び取得し
て規模拡大を行う

町で認定された認定農業者ま
たは初回申請時49歳以下の農
業者

1/3以内 1人あたり年間10万円以内
（賃借は補助期間最長3年、取得は取得年度のみ）

農地活性化奨励補助 農業者等に対する農用地の
集積を積極的に行う

農地面積１a以上で、利用権設
定中に生産活動の継続を条件
とし、農業委員会にて利用権
設定をした町内農用地を貸付
けた者（法人を除く）

１aあたり
1,000円

農業委員会にて利用権設定期間３年以上及び賃貸借・
使用賃借契約書を作成している貸付けで１農家当た
り10万円以内

６次産業化支援
（整備等）

農産物の洗浄・加工・貯蔵
機械を購入し、町内で６次
産業化に取り組む農業者

町内で6次産業化に取り組む個
人の町で認定された認定農業
者又は認定新規就農者（認定
就農者）

１/ ３以内

１農家あたり１年度１回とし、１機50万円以上の農
作物の洗浄・加工・貯蔵機械を購入した費用に対し
て30万円以内
整備年度の確定申告又は町民税申告の写しを添付

※補助金の支払いは、平成30年９月30日までに申請及び実績報告書を提出した方には、同年12月末までに補助金を交付しま
す。それ以後の方は、翌年３月以降の支払いとなります。



2018.4 10

平
成
30
年
度
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

　

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

（
対
象
）
紀
美
野
町
在
住
の
子
ど
も
と
保
護
者

■
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

　
（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
４
月
16
日
（
月
）
実
施

　

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ　

10
時
30
分
～

　

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談　

午
前
中

■
４
月
17
日
（
火
）
実
施

　

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内

■
コ
ア
ラ
教
室
【
４
月
10
日
（
火
）】

　
（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
４
月
25
日
（
水
）】

　
（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

　

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

　

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相

談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み

の
こ
ど
も
園
、
神
野
保
育
所
で
も
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育

て
に
関
す
る
悩
み
事
等
、個
別
に
面
談
・

電
話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
越

し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
４
月
の
日
程
）

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
　
　
　
　

４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

　
（
乳
幼
児
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、

健
診
結
果
の
相
談 

等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
各
種
検
診
結
果
を

説
明
し
ま
す
。自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

今
後
の
よ
り
よ
い
生
活
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
生
活
改
善
等
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
母
子
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ
イ

ル
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

★
ご
希
望
に
よ
り
血
圧
測
定
・
検
尿
・
体

脂
肪
測
定
・
骨
密
度
測
定
も
お
こ
な
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

健
康
づ
く
り
教
室
の
お
知
ら
せ

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
食
事
を
お
い
し

く
食
べ
た
い
も
の
で
す
ね
。
今
一
度
、
健

康
と
食
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

そ
し
て
、
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
、

し
っ
か
り
噛
め
る
事
も
大
切
で
す
。
今
ま

で
、
気
に
と
め
て
い
な
か
っ
た
〝
食
べ

る
事
〟
に
つ
い
て
、

一
緒
に
見
直
し
ま

し
ょ
う
。

４
月
の
予
定

■
日　

時　

４
月

18
日
（
水
）

　
　
　
　

  

９
時
30
分
～
13
時

■
場　

所　

　
　
　
　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

15
人

■
申
込
締
切　

４
月
11
日
（
水
）

■
用
意
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
食
材
料
費
３
０
０
円

■
４
月
の
講
座
内
容

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
べ
ま
し
ょ
う

・
あ
な
た
の
お
口
は
大
丈
夫
？

・
加
齢
に
つ
い
て
知
り
ま
し
ょ
う

・
調
理
実
習

（
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
か
ら
も
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
内
）

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■
メ
ー
ル　

houkatu@town.kim
ino.lg.jp

献
血
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ま
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時　

４
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

野
上
工
業
団
地

（
前
田
鉄
工
株
式
会
社
前
）

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等
の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

「
産
後
ケ
ア
」

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆利用施設・自己負担金　※ベッドの空き状況により、希望日にご利用いただけない場合があります。

種　類 実施機関 単位数 自己負担金（円）
町民税課税世帯 町民税非課税世帯 生活保護世帯

宿泊サービス 有田市立病院 １泊 10,800 5,400 無料
連泊（追加１泊） 6,480 3,240 無料

（月額）
平成30年3月分まで 平成30年4月分から

児童扶養手当

第１子
全部支給 42,290円 42,500円
一部支給 42,280円～ 9,980円 42,490円～ 10,030円

第２子
全部支給 9,990円 10,040円
一部支給 9,980円～ 5,000円 10,030円～ 5,020円

第３子
以降

全部支給 5,990円 6,020円
一部支給 5,980円～ 3,000円 6,010円～ 3,010円

特別児童扶養手当
１級 51,450円 51,700円
２級 34,270円 34,430円

特別障害者手当 26,810円 26,940円
障害児福祉手当 14,580円 14,650円

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談

ください。
4 月 9 日（月）
4 月 23 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで
受け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、
精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

4 月 11 日（水）
4 月 25 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを
行います。（予約制）

4 月 9 日（月）
4 月 23 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

エ イ ズ 即 日 検 査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２週間
後）にお知らせします。（予約制）

4 月 23 日（月）
　　17 時～ 19 時

紀
美
野
町
で
は
、
新
た
に
産

後
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
産

後
の
母
子
が
、
町
と
委
託
契
約

し
た
医
療
機
関
に
宿
泊
し
、
出

産
後
の
お
母
さ
ん
の
か
ら
だ
の

ケ
ア
や
育
児
・
授
乳
の
相
談
を

う
け
ら
れ
ま
す
。

◆
利
用
対
象
者

紀
美
野
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
生
後
４
か
月
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
お
母
さ
ん
で
、
次
の
全
て

を
満
た
す
方　

・
家
族
等
か
ら
十
分
な
産
後
の

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方

・
体
調
不
良
や
育
児
不
安
等
が

あ
る
方

・
母
子
と
も
に
医
療
行
為
が
必

要
な
い
方

◆
利
用
可
能
日
数

　

原
則
７
日
間

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
保
健
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

左
記
手
当
の
支
給
額
は
、
毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
に

連
動
し
て
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
29
年

平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
変
動
率
（
＋

0.5
％
）
を
も
と
に
次
の
と
お
り
各
手
当
支
給
額
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
福
祉
課　
　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０
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■
展
示
会

　

14
日
・
15
日　

９
時
～
17
時

　
（
15
日
は
16
時
ま
で
）

　

写
真
・
洋
画
・
ち
ぎ
り
絵
・
陶

芸

春
は
、
天
の
川
が
地
平
線
付
近
に
い

る
た
め
、
数
百
万
・
数
千
万
光
年
彼
方

の
銀
河
を
大
型
望
遠
鏡
で
観
察
し
や
す

い
時
期
で
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
、
天
文
台
の
夜
カ

フ
ェ
＆
観
望
会
だ
け
で
な
く
、
昼
か
ら

夜
ま
で
、
星
・
宇
宙
・
グ
ル
メ
を
楽
し

め
る
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
昼
も
夜

も
美
味
し
い
自
然
・
美
し
い
星
空
を
満

喫
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
程　

４
月
７
日（
土
）、14
日（
土
）、

　
　
　
　

５
月
12
日
（
土
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
カ
フ
ェ
（
有
料
）

　

18
時
～
22
時
頃
ま
で
営
業

■
食
事
を
含
む
プ
ラ
ン
紹
介

　

天
文
台
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
参
照

■
観
望
会　

参
加
費
２
０
０
円

　
（
１
回
目
）
19
時
30
分
～
20
時
30
分

　
（
２
回
目
）
20
時
30
分
～
21
時
30
分

　
低
倍
率
（
８
倍
以
下
）
の
双
眼
鏡

を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
よ
り
一

層
星
空
の
美
し
さ
に
迫
れ
ま
す
。

■
カ
フ
ェ
協
力　

　

hontana

、
自
然
派
ル
ナ
・
カ
フ
ェ

■
主
催　

み
さ
と
天
文
台
友
の
会

■
天
候
判
断 

　

悪
天
候
の
場
合
、
天
文
台
で
の
カ
フ
ェ
は
実

施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
日
の
15
時
に

天
候
判
断
し
、
天
文
台
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
て
カ

フ
ェ
の
実
施
／
中
止
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
13
日
（
日
）

　
　

13
時
開
演（
12
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
未
就
学
児
の
ご
入
場
は
お
断
り

し
て
お
り
ま
す
。

■
出
演
団
体　

　

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

和
歌
山
児
童
合
唱
団

　

き
み
の
児
童
合
唱
団

■
入
場
料
（
全
席
自
由
）

　

一
般　
　
　
　

１
，５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
，０
０
０
円

■
販
売
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
休
館
日
除
く　

９
時
～
17
時
）

　

中
央
公
民
館

　
（
火
曜
日
除
く　

開
館
時
間
中
）

　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
休
館
日
除
く　

９
時
～
17
時
）

※
休
館
日　

月
・
火
曜
日

■
日
時　

４
月
８
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　

合
唱
の
ほ
か
に
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
帰
っ
て
き
た
か
ぐ
や
姫
」

も
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
練
習
の
成
果
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
心
を
こ
め
て
頑

張
り
ま
す
。

　
　

ま
た
当
日
は
、
海
南
児
童
合

唱
団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ

ア
ン
コ
ー
ル
き
み
の
」
の
皆
さ

ま
に
も
共
演
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
な
曲
目

　「
海
を
越
え
る
夢
を
見
た
」

　
「
タ
ン
ポ
ポ
」「
ブ
リ
ッ
ジ
」
他

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

満
天
の
星
空
と
深
宇
宙
が
見
え
る
カ
フ
ェ
＋

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
グ
ル
メ
お
楽
し
み
プ
ラ
ン

日
本
一
に
も
輝
い
た

‐
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
‐

き
み
の
わ
か
や
ま
（
君
の
和
歌
山
）

演
奏
会

第
12
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会

第
13
回　
紀
美
野
町
文
化
協
会
展

４
月
14
日（
土
）15
日（
日
）　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

14
日　

10
時
～
16
時

　

写
真
何
で
も
相
談
・
自
画
像
写

真
撮
影

■
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

　

15
日　

10
時
30
分
～

　

大
正
琴
・
詩
吟
・
歌
謡
・
舞
踊

■
茶
席
（
お
茶
代
１
０
０
円
）

　

14
日
・
15
日　

10
時
～
15
時

　
（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終

了
）

※
文
化
協
会
の
会
員
募
集
‼

　

あ
な
た
も
楽
し
い
活
動
に
参
加

し
て
友
達
の
輪
を
広
め
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

　
（
年
会
費
１
人
１
，０
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

今
年
も
こ
う
し
て

定
期
演
奏
会
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
１
年
間
の
ま
と

め
と
な
る
発
表
で

す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
が
ん
ば
っ
て
歌
い

ま
す
。

賛
助
演
奏
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

4
日　

野
球
盤
で
遊
ぼ
う

　

11
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

　

18
日　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

25
日　

押
し
花
つ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

4
日　

春
の
草
花
を
使
っ
て

　

11
日　

お
は
な
し
会

　

18
日　

１
年
生
を
迎
え
て

　

25
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

【
１
０
０
冊
】

　

吉
田
織
愛
（
１
歳
）

　

金
築
美
果（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

曲
里
美
春（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　

西
隂
地
彩
可
（
小
川
小
２
年
）

　

谷
口
奈
津
実
（
下
小
２
年
）

【
３
０
０
冊
】

　

東
萌
恵
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
七
色
結
び
」　　
　

神
田
茜　

著

「
花
火
べ
ん
と
う
」　二宮

由
紀
子　

作

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
物
語
」

　
　
　
　
　
　

佐
和
み
ず
え　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
顔
で
笑
っ
て
、
心
で
泣
い
て
。」

　
　
　
　
　
　

梅
沢
富
美
男　

著

「
井
村
屋
さ
ん
の

毎
日
ほ
っ
こ
り
あ
ず
き
レ
シ
ピ
」

　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
啓
子　

著

「
10
分
で
読
め
る
こ
わ
～
い
落
語
」

　
　
　
　
　
　

土
門
ト
キ
オ　

著

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

団
体
活
動
を
行
う
４
人
以
上
の

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
掛
金
例
（
１
人
あ
た
り
年
額
）

〇
中
学
生
以
下　
　
　

８
０
０
円

〇
大
人　
　
　
　

１
，８
５
０
円

〇
65
歳
以
上
の
団
体１

，２
０
０
円

〇
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
の
団
体　
　
　

８
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故

　

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団
体

活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経
路

往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
０
時
よ
り

平
成
31
年
３
月
31
日
12
時
ま
で

※
但
し
途
中
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
手
続
き
日
の
翌
日
０
時
よ

り
有
効

■
申
し
込
み　

随
時
受
付
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
展
示
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
～
６
月
14
日
（
木
）

■
展
示
場
所

　

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　

役
場
本
庁
・
美
里
支
所

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

　

ほ
り
う
ち
そ
う
た
・
た
む
ら
そ
う
ま
・

い
し
ば
み
ゆ
・
か
の
う
さ
き
・
な

か
た
に
ゆ
ず
・
ほ
ん
だ
ゆ
い
・
し

ん
た
に
ゆ
う
た
・
な
か
た
に
せ
な
・

た
じ
り
ま
な
・
く
わ
や
ま
み
の
り
・

さ
ん
ど
う
ね
い
ろ

【
神
野
保
育
所
】

　

な
か
た
に
な
お
ゆ
き
・
か
み
や
ひ
な

た
・
に
し
も
ん
も
も
か

【
野
上
小
学
校
】

　

田
伏
七
斗
・
寺
田
ゆ
う
・
中
田
琥
珀
・

土
井
佑
季
奈
・
松
江
咲
愛
・
寺
本

悠
人
・
妙
瀬
田
希
・
赤
阪
陽
・
久

保
佳
凜
・
髙
木
日
夏
里
・
中
西
史
弥
・

古
垣
内
愛
香
・
中
井
七
望

【
小
川
小
学
校
】

　

大
谷
健
斗
・
坂
口
太
一
・
小
川
叶
馬
・

奥
結
季
葡
・
横
谷
飛
友

【
下
神
野
小
学
校
】

　

中
部
屋
隆
星
・
徳
田
有
梨
衣
・
南
苺

花
・
南
奈
那
・
鞍
歩
夢
・
前
中
吉
生

【
野
上
中
学
校
】

　

尾
花
直
生
・
垣
内
歩
実
・
小
椋
光
玲
・

二
川
裕
理
・
山
下
莉
央
・
奥
村
昭
斗
・

芝
崎
羽
硫
・
中
大
尭
・
古
谷
紗
也
佳
・

尾
花
温
音
・
山
﨑
優
斗
・
山
本
剛

祐
・
藤
々
木
寿
朱
・
前
部
屋
光
玖
・

柳
瀬
唯
衣

【
美
里
中
学
校
】

　

岡
本
拓
実
・
油
谷
衣
里
・
木
野
太
陽
・

上
野
山
莉
布
・
田
村
雅

※
３
月
現
在
の
所
属
と
な
り
ま
す
。

児
童
生
徒
絵
画
作
品
展
示

き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
‼

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
に

　
　

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
！
」

■
日
時　

４
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

調
理
実
習
室

■
講
師　

小
坂
育
代
さ
ん

　
（
ス
イ
ー
ツ
工
房
１
９
４
３
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ

オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い
と
う
・
上
ぐ

つ
・
筆
記
用
具

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
対
象　

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生
及
び
保
護
者

　
（
１
、２
年
生
は
で
き
れ
ば
保
護
者
の

方
と
一
緒
に
参
加
お
願
い
し
ま
す
。）

※
先
着
24
人
ま
で

※
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
申
し

込
み
の
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

４
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

１
９
４
３
（
い
く
よ
さ
ん
）
と
あ
そ
ぼ
う

（
中
央
公
民
館
図
書
室
）

子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
れ
な
ら
読
め
そ
う
と
い
う
親

し
み
や
す
い
本
を
集
め
て
み
ま

し
た
。

「
小
中
学
生
に
お
す
す
め
の
本
」

コ
ー
ナ
ー
設
置

よ
ん
で
み
よ
う　
こ
ん
な
本
‼

■講座名　「サークル育成講座」
■目　的　サークル活動が高齢化してくる中、若い世代

が公民館にくるきっかけづくり。また１年を
通し、プログラムの１つでもサークル活動へ
移行していきたい。

■内　容　ピラティス・エアロビクス・ZUMBA（ズン
バ）・インド式ヨガ・インボディ測定・スポシ
ンエクササイズ

　　　　　それぞれ２～３回で全10回
■対象者　紀美野町在住・在勤で10回継続して参加できる方
■自己負担　１回500円
■募　集　５月７日（月）締切（先着50人）
■共　催　公益財団法人和歌山県スポーツ振興財団
■詳　細　各戸配布のチラシをご覧ください。
■問い合わせ・申し込み　中央公民館

新講座スタート（中央公民館）参加者募集 !!
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
四
十

弘
法
の
井
戸
あ
る
い
は
弘
法
井

戸
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
日
本
各

地
に
あ
り
弘
法
大
師
の
伝
説
に
ち

な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
旧
の
野
上

町
に
お
い
て
も
二
か
所
に
あ
り
、

今
で
も
残
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

以
下
野
上
町
誌
の
中
か
ら
引
用
し

紹
介
し
た
い
。

弘
法
大
師
が
湧
泉
と
関
係
し
て

来
る
の
は
寛
治
３
年(

１
０
８
９)

に
河
内
国
の
こ
と
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
（『
和
歌
山
の
研
究
』
五
）。

旧
野
上
町
内
で
弘
法
井
戸
と
言

わ
れ
る
も
の
は『
紀
伊
続
風
土
記
』

に
は
二
か
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
動
木
村
の「
弘
法
清
水
」

と
福
井(

東)

の
「
弘
法
井
戸
」
で

あ
る
。

動
木
村
の
弘
法
井
戸
は
、
曲
谷

の
地
蔵
堂
の
西
の
根
岸
に
あ
っ
て

水
は
清
く
冷
た
く
、
ど
ん
な
旱か
ん

魃ば
つ

に
も
涸
れ
た
こ
と
が
無
く
、
弘
法

大
師
の
作
っ
た
も
の
と
記
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
福
井
（
東
）
の
弘
法
井

戸
は
現
在
、
殿
垣
内
宅
前
の
田
圃

中
に
あ
る
。
こ
れ
も
ど
ん
な
旱
魃

に
も
涸
れ
る
こ
と
な
く
永
久
に
清

水
が
噴
涌
（
ふ
き
わ
く
）
と
言
う

意
味
か
ら
「
布ふ

久く

井い

」
と
い
う
地

名
が
つ
け
ら
れ
た
と
言
う
。
布
久

井
が
後
に
福
井
に
改
め
ら
れ
た
。

弘
法
井
戸
の
伝
説
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
地
中
か
ら
湧
き
出
す
水
を

神
の
仕
業
と
考
え
た
昔
の
人
々
の

信
仰
を
基
盤
に
弘
法
清
水
伝
説
が

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

伝
説
に
登
場
し
て
来
る
弘
法
大
師

の
姿
は
物
乞
い
僧
の
旅
姿
で
あ
っ

て
、
そ
の
僧
の
求
め
に
応
じ
た
所

へ
は
清
水
が
湧
き
出
た
り
、
そ
の

物
乞
い
僧
の
持
つ
杖
で
涌
き
水
の

場
所
を
指
示
し
た
所
を
掘
れ
ば
清

水
が
湧
い
た
と
言
う
。
こ
れ
は
弘

法
大
師
は
神
の
子
の
意
味
を
も
っ

て
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

野
上
町
誌
下
巻　

５
３
３
ペ
ー
ジ
～
５
３
４
ペ
ー
ジ)

（　

）
内
は
住
所
（
敬
称
略
）

○
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

２
月
25
日（
日
）農
村
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
参
加
者
55
人
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

中
本　
　

侑
喜
（
毛
原
中
）
88

準
優
勝　

横
山　
　

勝
明
（
和
歌
山
市
）
91

３　

位　

安
野　
　
　

進
（
和
歌
山
市
）
96

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

福
岡　
　

規
子
（
毛
原
中
）
98

準
優
勝　

川
畑　

ま
さ
子
（
和
歌
山
市
）
107

３　

位　

岩
切　

マ
ス
子
（
和
歌
山
市
）
108

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

３
月
11
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
参
加
者
131
人
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

林　
　
　

照
也
（
紀
の
川
市
）
99

準
優
勝　

中
西　
　
　

勤
（
海
南
市
）
101

３　

位　

坪　
　

眞
太
郎
（
富
田
林
市
）
104

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

西
端　

登
代
子
（
紀
の
川
市
）
106

準
優
勝　

中
村　
　

和
枝
（
紀
の
川
市
）
111

３　

位　

岡
山　

美
智
子
（
紀
の
川
市
）
111

２
月
24
日
開
催
の
沢
田
知
可
子

コ
ン
サ
ー
ト
に
て
、
き
み
の
児
童

合
唱
団
を
は
じ
め
、
野
上
小
学
校
、

下
神
野
小
学
校
、
海
南
児
童
合
唱

団
・
中
貴
志
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
20
人
が
合
唱
し
ま
し
た
。

短
期
間
の
練
習
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
る

大
熱
唱
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の

な
い
経
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。今

後
と
も
地
域
と
関
わ
り
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
工
夫
し
て
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

平
成
29
年
度

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
沢
田
知
可
子
コ
ン
サ
ー
ト
」

盛
大
に
開
催

　木に親しむ会の親木会をご紹介します。
　榀（しな）・楠・桧等を材料として仏像・動物・
鳥などの置物、また、風景・花・人等を彫刻刀を
用いてレリーフに仕上げていきます。
　あせらず、ゆっくり、根気よく作業をするのが
コツです。４月には文化協会展、秋には文化祭へ
の出品、また９月頃に海南教室の皆さんとの合同
作品展を海南市民会館で開催しています。
　一度、見学に来てください。お待ちしています。
■活動日時　第１、３、５の金曜日
　　　　　　13時～ 17時
■活動場所　中央公民館（工芸美術室）

─ わが町サークル ─
「親木会」

弘
法
井
戸

福井の弘法井戸

動木の弘法清水
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君
と
居
て
蓄
音
機
か
け
聴
き
し
歌

　
　
　
　
　

冬
ご
も
り
し
て
口
ず
さ
み
お
り　
　
　
　
　
　

松
本　
　

久
子

重
病
と
闘
う
夫
に
快
復
の

　
　
　
　
　

兆
し
の
見
ゆ
る
立
春
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　

森
脇　

伊
佐
子

雪
の
ふ
る
静
か
な
峡か

い

に
寺
よ
り
の

　
　
　
　
　

木
魚
の
音
の
し
き
り
響ひ

び

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

梅
林
の
十
里
も
届
く
と
言
う
香
り

　
　
　
　
　

届
く
だ
ろ
う
か
夫つ

ま

よ
降お

り
来こ

よ　
　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

窓
ゆ
す
る
風
も
治
ま
り
雨
音
の
み

　
　
　
　
　

夜
も
開
け
た
り
胸む

な

戸ど

を
開
け
る　
　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

葬と
む
らい
の
列
に
雪
舞
い
逝
く
人
を

　
　
　
　
　

過
去
形
に
し
て
静
か
に
散
り
ぬ　
　
　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

目
白
来
て
紅
く
咲
き
た
る
山
茶
花
の

　
　
　
　
　

露
を
落
と
し
ぬ　

仕
事
初
め
ぬ　
　
　
　
　
　

吉
村　
　

邦
彦

寒
い
か
ら
と
家
を
出
で
れ
ば
雪
に
な
り

　
　
　
　
　

行
き
か
う
人
も
な
い
過
疎
の
昼
間
を　
　
　
　

黒
西　
　

葉
子

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
鳴
ら
し
て
帰
る
子
の
車

　
　
　
　
　

テ
ー
ル
ラ
ン
プ
消
え
る
ま
で
佇た

つ　
　
　
　
　

河
野　
　

昭
子

「
お
ま
っ
と
さ
ん
」
呪
文
の
よ
う
な
一
言
に

　
　
　
　
　

我
の
い
ら
だ
ち
た
ち
ま
ち
去
り　
　
　
　
　
　

竹
本　

セ
ツ
子

歌
お
く
り
広
報
届
き
恥
ら
い
を

　
　
　
　
　

感
じ
な
が
ら
の
投
稿
は
が
き　
　
　
　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

一
粒
の
去
年
の
あ
ら
れ
雛
を
出
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

採
血
の
腕
に
針
抜
く
余
寒
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

惇
子

片
付
け
に
声
出
す
玩
具
春
の
宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

石
室
の
小
さ
な
闇
に
寒
戻
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

幼
子
の
話
し
相
手
の
雛
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝　

な
を
み

玄
関
の
出
入
り
に
揺
れ
て
吊
し
雛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

暖
房
の
図
書
館
で
読
む
万
葉
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　
　
　

廣

押
入
に
一
部
眠
り
て
古
雛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

耕
せ
り
地
祇
と
の
対
話
く
り
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

飛
沫
さ
え
痛
し
イ
ル
カ
の
寒
泳
シ
ョ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

浩
平

や
あ
ピ
ン
ク
い
た
る
と
こ
ろ
に
春
が
来
て　
　
　
　
　
　
　

ア
レ
ッ
ク
ス

歌　
の　
小　
道

夜の観望会の参加者数が増加中なのはお伝えしたとおりです
が、最近は県内の学校・観光協会などからの出張依頼や、旅行
雑誌への掲載が増加中です。集客・収益増→評判の伝播→露出
機会の増加→集客・収益増・・・というサイクルが回り始めたの
かもしれません。

みさと天文台友の会ではこのような状況を踏まえ、バンガ
ローなどの天文台周辺施設も集客に利用することも考えていま
す。ご協力いただける方は、友の会事務局へご連絡ください。
■みさと天文台友の会事務局（みさと天文台内）

℡ ０７３ ‐４９８ ‐０３０５

春まだ浅い３月９日に記念すべき第60回卒業証書授与式を行い、
44人の卒業生は胸を張り背筋をピシッと伸ばし、志高くそれぞれの
道に向かって巣立って行きました。

今年１月には、３年生分と教職員分のタブレット端末（ipad Pro）
が導入され、他の市町村に先駆けて新たなICT教育がスタートしまし
た。授業ではタブレット端末を用いて、ラインズ社の「ｅライブラ
リ―」を使って既習事項の復習を行っています。このライブラリー
には基本問題から発展問題まで網羅されており、個に応じた学習が
できるようになっています。また、今後導入予定の「ロイロノート」
というアプリでは、協働学習や発表のツールとして使用予定です。
教職員も朝の打ち合わせや、職員会議にはタブレットを利用し、情
報の共有や会議の効率化、ペーパレス化を行っています。

さて、今、世の中では第４次産業革命の進行するなか、特に情報
分野の技術革新は目覚ましく、ＡＩ(人工知能）の活字やニュースを
見ない日はないと言って過言ではありません。ＡＩ時代に求められ
る資質や能力は、教科書や新聞、本などを通じて自分の頭の中で整
理しながら、構造的かつ正確に読み取る力、歴史的事象を因果関係
で捉える力、知識を体系的に理解し、考え表現する力、他者との対
話と協働を通して新しい答えを生み出す態度に他なりません。本質
を見誤ることなく、ＡＩ社会でたくましく生きる生徒の育成をめざ
していきたいと考えています。

４月から野上中学校区（野上小学校、小川小学校、野上中学校）
で地域とともにある学校、コミュニティースクールとしてスタート
します。今まで以上に地域と蜜接な繋がりのある学校運営を行って
いきたいと考えていますので、地域の皆さま方のご支援・ご協力を
よろしくお願いいたします。

天文台だより
『実は、１つ１つの対応は大変・・・

増加中なのはお客さまだけではない』
　研究員　山内　千里

学校だより
『ＡＩの時代に、また、地域とともにある

学校をめざして』
　紀美野町立野上中学校

３月８日奈良女子大学附属中等教育学校127人が天文台の観望会に参加

２月５日県立向陽高校（写真）、２月19日開智中学校で出張授業
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

皆
さ
ん
は
、
火
災
現
場
で
消
防
隊
員
が

活
動
し
て
い
る
姿
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

火
災
が
発
生
す
る
と
、
消
防
車
か
ら

ホ
ー
ス
が
延
ば
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ス
か
ら
消
防
隊
員
が
放
水
を
し
ま
す
。
時

に
は
、
放
水
が
何
時
間
に
も
及
ぶ
場
合
が

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
消
防
車
が
消
火
に
使
用
す
る
水

は
、
ど
こ
か
ら
吸
水
し
て
い
る
の
か
ご
存

じ
で
す
か
。

消
防
車
で
、
池
や
川
の
水
を
吸
い
上
げ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場

合
は
道
路
上
や
歩
道
脇
に
設
け
ら
れ
た

『
消
火
栓
』
や
『
防
火
水
槽
』
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
消
火
活
動
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
設
備
で
す
。『
消

火
栓
』
や
『
防
火
水
槽
』
は
道
路
脇
や
歩

道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
位

置
を
示
す
た
め
、
標
識
を
掲
げ
て
い
る
も

の
、
路
上
や
蓋
に
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
消

防
水
利
』
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
プ
ー

ル
な
ど
も
消
火
活
動
に
使
用
す
る
こ
と
が

2月の消防の動き
●火災発生件数…1件
　（その他火災 1）
　【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 36（３） 36（３）

一 般 負 傷 7 7

交 通 事 故 4 4

そ の 他 7 7

合 計 54（３） 54（３）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

■
申
込
期
限　

4
月
20
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
団
体
で
の
お
申

し
込
み
は
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

消
火
栓
や
消
防
水
利
の
標
識

　
　
付
近
へ
の
駐
車
は
や
め
よ
う

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
マ
ヒ
を
お
こ
し
て
倒

れ
て
い
る
人
に
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行

う
た
め
の
機
器
で
す
。
自
動
的
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど
う
か
を
決
定
し
、

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
指

示
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
誰
で
も
簡
単
で

確
実
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

紀
美
野
町
内
の
小
中
学
校
や
公
共
施
設

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
万
が

一
、
そ
の
付
近
で
誰
か
が
突
然
倒
れ
た
場

合
に
は
、
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
て
く
だ

救
急
コ
ー
ナ
ー　
『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
5
月
6
日
（
日
）
で
す
。

あ
り
ま
す
。

消
防
隊
は
定
期
的
に
『
消
火
栓
』
な
ど

の
調
査
や
点
検
を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火

災
が
発
生
し
て
も
、
直
ち
に
消
火
活
動
が

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
火
災

発
生
時
に
『
消
火
栓
』
や
『
防
火
水
槽
』

付
近
へ
の
違
法
な
駐
車
車
両
が
障
害
と
な

り
、
消
火
活
動
を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

違
法
な
駐
車
は
、
一
刻
を
争
う
消
防
活

動
の
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も
し
く
は

吸
管
投
入
口
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
こ
れ

ら
の
道
路
に
接
す
る
出
入
り
口
か
ら
５

ｍ
以
内
の
部
分

・
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、池
、
井
戸
、

河
川
等
）
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る

位
置
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部
分

・
消
防
用
機
器
器
具
の
置
場
（
消
防
自
動

車
等
の
車
庫
や
消
火
用
ホ
ー
ス
格
納
箱

等
）
の
側
端
ま
た
は
こ
れ
ら
の
道
路
に

接
す
る
出
入
り
口
か
ら
５
ｍ
以
内
の
部

分
・
火
災
報
知
器
か
ら
１
ｍ
以
内
の
部
分

・
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路
上
に
3.5
ｍ
以

上
の
余
地
が
な
い
場
所

さ
い
。
ま
た
、
消
防
署
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
や
胸
骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
の
講
習

会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紀
美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
内
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
所
に
は
駐
車
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。



4月

総人口　9,123人（−14）【社会増減（−7）　自然増減（−7）】　男　4,217人 （−6）　女　4,906人 （−8）
世帯数…… 4,338世帯（−1）　紀美野町面積128.34km2　　　　　　　　　　（平成30年2月末現在）

紀美野町の人口 （　）内は前月比

2018.417

農
業
士
・
林
業
士
が

新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

農
業
農
村
の
景
観
維
持
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

志
賀
野
地
区
自
主
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た

和
歌
山
県
で
は
、
指
導
者
や
地

域
振
興
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す

る
農
業
・
林
業
・
漁
業
の
従
事
者

に
県
知
事
か
ら
称
号
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

当
町
か
ら
は
、
指
導
農
業
士
と

し
て
古
田
好
美
さ
ん
（
津
川
）、

林
業
士
と
し
て
大
家
啓
延
さ
ん

（
小
西
）
を
推
薦
し
、
２
月
20
日

に
和
歌
山
市
内
で
行
わ
れ
た
式
典

に
お
い
て
、
県
知
事
か
ら
新
た
に

認
定
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
で
は
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
を
活
用
し
て
地
域
の

共
同
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と
は
、

農
地
・
農
道
・
水
路
等
の
地
域
資

源
を
守
る
為
の
共
同
活
動
を
支
援

す
る
国
の
制
度
で
す
。

大
角
地
域
保
全
会
で
は
、
本
交

付
金
を
活
用
し
、
平
成
29
年
度
は

農
地
を
活
用
し
た
植
栽
活
動
を
行

い
、
良
好
な
景
観
の
維
持
を
図
る

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

東
野
地
域
保
全
会
で
は
、
本
交

付
金
を
活
用
し
た
活
動
で
、
地
域

内
の
農
地
・
施
設
を
守
っ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
は
引
き
続
き
水

漏
れ
の
あ
る
水
路
を
延
長
更
新
し

た
ほ
か
、
農
地
を
活
用
し
て
景
観

作
物
を
作
付
し
、
良
好
な
農
村
風

景
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
全
体
で
、
ふ
る
さ

と
の
資
源
や
美
し
い
農
村
風
景
を

守
っ
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

  

２
月
11
日
に
志
賀
野
地
区
自
主

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
起
震
車
に
よ
る

地
震
体
験
で
は
、
い
き
な
り
震
度

７
が
襲
っ
て
く
る
想
定
を
体
験
し

た
後
、
家
具
固
定
に
関
す
る
講
習

を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

5 日（木）・20 日（金）移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471
総務課 489 － 5912

8 日（日） 11 時～ 犬・ねこの飼い方講習会【18 日 ( 水 )・22 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500
8 日（日） 13 時～ きみの児童合唱団定期演奏会 中央公民館 生涯学習室 489 － 5915

14 日（土） 9 時～ 紀美野町文化協会【～ 15 日（日）】 紀美野町中央公民館 生涯学習室 489 － 5915
19 日（木） 13 時～ 行政相談【～ 15 時】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471
29 日（日） 11 時～ 生石高原山開き 生石高原 産業課 489 － 5901

指導農業士
古田好美さん

林業士
大家啓延さん
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編
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・
発
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紀
美
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和
歌
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郡
紀
美
野
町
動
木
２
８
７
番
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広
報

き
み

の
　

第
1

4
8

号

広 告

紀美野町防災行政無線の放送内容を下記のフリーダイヤルで確認することができます。

防災行政無線電話対応システム　０１２０‐２４３０‐９９

紀
美
野
町
赤
十
字
奉
仕
団
で
は

団
員
募
集
し
て
い
ま
す
！

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
多

く
の
人
々
の
組
織
の
力
に
よ
っ
て
大
き

な
力
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
地
域
の
奉
仕
活
動
を
中
心
に

活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容　

①
災
害
援
護
に
関
す
る
奉
仕

②
保
健
衛
生
に
関
す
る
奉
仕　

な
ど

■
会
費　
年
間
１
，０
０
０
円

　
（
赤
十
字
会
費
と
し
て
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

紀
美
野
町
赤
十
字
奉

仕
団
の
結
団
式
が
3
月

12
日
に
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

結
団
式
で
は
、
紀
美

野
分
区
長
（
町
長
）、

日
本
赤
十
字
社
和
歌
山

県
支
部
事
務
局
長
、
町

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を

頂
い
た
あ
と
、
奉
仕
団

旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。森

田
委
員
長
は
、「
赤

十
字
の
活
動
に
つ
い
て

研
修
を
深
め
な
が
ら
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を

増
や
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
お
役
立
ち
出
来
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。」
と
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ス
ス
キ
の
名
所
で
あ
る
生
石
高
原
で
山
焼
き
が
３
月
11

日
に
行
わ
れ
、
一
面
の
ス
ス
キ
の
草
原
が
炎
と
煙
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
山
頂
付
近
に
広
が
る
ス
ス
キ
を
焼
く
こ
と
で

芽
出
し
を
促
し
、
美
し
い
ス
ス
キ
の
草
原
を
再
生
・
保
全

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
付
近
の
笠
石
東
部
で
点
火
式
を
行
い
、
続
い
て
火

入
れ
の
ス
タ
ッ
フ
が
風
下
か
ら
順
次
火
を
放
つ
と
、
約

９
万
３
０
０
０
㎡
の
草
原
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
パ
チ
パ
チ
と

音
が
聞
こ
え
、
炎
と
煙
が
広
が
り
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
快
晴
の
青
空
の
下
で
炎
が
立

ち
の
ぼ
る
壮
観
な
様
子
を
多
く
の
観
光
客
が
カ
メ
ラ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に
撮
影
し
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

～
大
災
害
に備え

て
～

　
紀
美
野
町

　
赤
十
字
奉
仕
団
結
成

春の訪れを告げる 生石高原山焼き


